
 

 

市 長 定 例 記 者 会 見 

令和４年１２月２７日（火） 午前１０時 

１．火山防災体制のさらなる強化に向けて 

２．新型コロナウイルス感染症対策 

３．待機児童解消に向けた対策 

４．本市初の義務教育学校“桜島新設校”の校名募集 

５．鹿児島の冬を盛り上げるマグマシティプロモーション！ 

～２年ぶりの「マグマやきいも電車」＆新たなコラボ企画 

６．首都圏でもマグマシティプロモーション！ 

～「かごしまラバーズ横丁」＆「マグマシティフェア in赤坂」 

７．初公開！新観光ＰＲ動画 

「維新 dancin’鹿児島市リターンズ～これがリアル KAGOSHIMA～」 
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報道提供資料 

“天文館ミリオネーション２０２３”＆“グルメスタンプラリー”開催中（１月１５日まで） 
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１ 「噴火に関する特別警報の緊急速報メール」の配信  

気象庁が１２月２６日（月）１４時をもって配信終了した「噴火に

関する特別警報の緊急速報メール」について、本市が引き続き配信す

る。 

 

(1) 配信開始  １２月２６日（月）１４時から運用中 

 

(2) 配信方法  気象庁が桜島の噴火に関する特別警報（噴火警戒レベ

ル４、５）を発表した場合に、即時に自動配信 

 

(3) 配信ｴ ﾘ ｱ  鹿児島市全域 

 

※７月２４日の噴火警戒レベル５引上げを踏まえ、本市が気象庁に 

要望していた緊急速報メールへの特別警報の内容（噴火の規模及び

警戒範囲など）の記載については、同庁からの元データの変更が  

必要であることから、今後も引き続き協議していく。 

 

 

２ 第５３回桜島火山爆発総合防災訓練（避難所体験・展示訓練）  

  １１月に実施した住民避難訓練に引き続き、桜島住民（桜島松浦町・桜島二俣町）や、その避難

先である甲東中学校の生徒、山下・松原校区の住民、防災関係機関の皆さんとともに、避難所体験・

展示訓練を実施する。 

 

(1) 日 時  １月７日（土）９時３０分～１２時３０分 

 

(2) 会 場  甲東中学校 

 

(3) 訓練参加者等 

①桜島松浦町・桜島二俣町住民  約２５名 

  ②山下・松原校区住民      約２５名 

   ③甲東中学校生徒（見学・体験） 約５０名 

   ④防災関係機関         ３７団体・約４３０人 

 

(4) 訓練内容 

  ①市街地側への大量降灰時における避難の説明 

②避難所体験訓練 

③人命救助及び応急復旧に関する展示訓練 

④自衛隊による炊き出し訓練 

 

 

 

※詳細については、本日１４時に災害対策本部室にて担当課から説明を行います。 

 

 

１．火山防災体制のさらなる強化に向けて 

■ 問い合わせ 

危機管理課 

０９９－２１６－１５１３ 

 

噴火警報(桜島) 

桜島に、噴火警戒レベル５(避

難)が発表されました。 

これは、火山の特別警報で

す。 

噴火の規模、警戒範囲等につ

いては気象庁のホームページ

等でご確認ください。 

また、被害が予想される居住

区域に避難情報が発令される

可能性が高いため、今後の鹿

児島市からの情報に注意して

ください。 

※本通知は対象地域周辺にお

いても受信する場合がありま

す。 

(鹿児島市) 

【配信イメージ】 
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１ 年末年始も感染対策の徹底を   

県内においても新規感染者数が急激に増加している中、忘年会・新年会、帰省、同窓会など人の  

移動や集まりが増える年末年始を迎える。例年、年末年始の後に感染者の増加がみられることから、

引き続き、家庭へのウイルスの持ち込みを防ぎ、自分と大切な家族、大切な人を守るためにも、感染

対策の徹底をお願いする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①年末年始に帰省する場面の感染対策 

・帰省前及び帰省先から戻った際は無料ＰＣＲ検査や 

検査キット（医療用・一般用）による自己検査を。 

・寒い冬でも、窓は２方向あけて定期的に換気を。 

  ・特に高齢者と会う予定がある方は感染対策の徹底を。 

 

 

 

②親族や友人との飲食する場面の感染対策 

・感染対策を徹底している第三者認証店の利用を。 

・お店は換気やマスク会食の呼び掛けなど、感染対策の 

徹底を。利用者はお店の感染対策に協力を。 

  ・体調が悪い時は絶対に会食に参加しない。 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症対策 

■ 感染対策の徹底 
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寮などの集団生活においては、本市

に戻ってから感染が拡大する例がみ

られますので、 

帰省先でも無料 

検査等の活用を。 

 

 

お店での会食だけでなく、自宅・

親族宅などでの会食でも、感染対

策の徹底を。 
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２ 季節性インフルエンザとの同時流行に備えましょう   

 新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザが同時に流行すると、発熱外来がひっ迫する

可能性があるため、各家庭においても事前の備えをお願いする。 

 

・発熱などの体調不良時に備えて、早めに購入・準備を。 

   ①新型コロナ抗原定性検査キット 

（「医療用」もしくは「一般用」の使用を） 

   ②解熱鎮痛剤 

   ③食料のストック（３日分程度） 

・検査キットや無料ＰＣＲ等検査で陽性になった場合、 

「鹿児島県陽性判定サイト」を利用して陽性確定することができる。 

（要件：鹿児島県内在住の方、６５歳未満の方、基礎疾患等の危険因子のない方、 

ウェブ申込みが可能な方） 

・対象者で希望する方は、新型コロナワクチン（オミクロン株対応）とインフルエンザ 

ワクチンの早期接種の検討を。 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 接種率（１２月２５日現在） 

区 分 接種率 

オミクロン株対応ワクチン（１２歳以上） ３２．９％ 

 

区 分 
接種率 

１回目 ２回目 ３回目 

小児（５歳～１１歳） ２７．５％ ２５．４％ ８．７％ 

乳幼児（６か月～４歳） ３．１％ １．６％ － 

 

２ 接種の実施期間 

・国の新型コロナワクチン接種（特例臨時接種）の実施期間は、現時点では令和５年３月３１日まで。 

・接種を希望する方は、接種間隔を確認の上、早めの接種の検討を。 

・オミクロン株対応ワクチンは１人１回の接種とされており、１０月３日（中央保健センターは    

９月２７日）以降に接種された方は次回の接種は予定されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

  ■ 問い合わせ 

感染症対策課 

０９９－２１６－１４４７ 

 

【新型コロナワクチン接種に関する問い合わせ】 

鹿児島市新型コロナワクチンコールセンター 

電話：０９９―８３３―９５６７、ＦＡＸ：０９９―２２５―０６０３ 

 

■ 新型コロナワクチンの接種 

■ 問い合わせ 

新型コロナウイルス感染症対策室 

０９９－２１６－１５０２ 
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３．待機児童解消に向けた対策 
 

 

 

 

保育所等の利用待機児童の解消を図るため、１２月補正予算に盛り込んだ利用定員拡大促進補助等

の取組みを速やかに実施する。 

 

■ 利用定員拡大促進補助事業【新規】  

保育の受け皿の不足が見込まれる区域にある認可保育所及び認定こども園の改修等に対し補助するこ

とにより、２号・３号（保育の必要性がある区分）定員の増員を促進し、待機児童の解消を図る。 

(1) 対象施設  ①区域：上町、鴨池、城西、武・田上、谷山北部、谷山、伊敷、吉野、喜入、 

松元、郡山（１１区域） 

②要件：２号または３号定員を１０人以上増員する施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 保育士・保育所支援センター運営事業【拡充】  

コーディネーターを増員し、潜在保育士の再就職支援の体制を強化することにより、保育人材の 

確保を促進するほか、臨床心理士や社会保険労務士による相談体制を整備し、保育所等で働く保育士

等の仕事に関する悩み解消や職場定着など、より働きやすい環境づくりをサポートする。 

【拡充内容】  ①コーディネーターの増員（１名） 

②臨床心理士や社会保険労務士による相談体制を整備 

  

〈 臨床心理士等による相談の流れ（イメージ） > 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

(2) 補助内容 対象経費 補助率 補助上限額 

改修に要する経費 
１／２ 

２５０万円 

備品購入に要する経費 ５０万円 

相談者（保育士等） 

【参考】教育・保育認定区分 

認定区分 年 齢 保育の必要性 教育・保育時間 利用できる施設 

１号 

満３歳以上 

なし 
教育標準時間 

(１日４時間を標準) 

幼稚園 

認定こども園（幼稚園機能） 

２号 

あり 

保育標準時間 

(１日最長１１時間) 

保育短時間 

(１日最長８時間) 

保育所    

認定こども園（保育所機能） 
３号 満３歳未満 

 

■ 問い合わせ 

待機児童緊急対策室 ０９９－８０７－０３０２ 

保育幼稚園課    ０９９－２１６－１２２３ 

①相談申し込み 

②日程調整 

③日程を連絡 

④悩み相談 

保育士・保育所支援センター 

臨床心理士 

社会保険労務士 （⑤勤務場所の変更希望の場合は

同センターを案内） 

（⑥勤務場所の変更希望の相談） 
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４．本市初の義務教育学校“桜島新設校”の校名募集 
  

 

 

 

桜島地域の５小学校と３中学校を統合して新設する、本市初となる義務教育学校（令和８年４月 

開校予定）について、「校名」を全国から募集する。 

 

 

１ 募集期間  １２月２８日（水）～令和５年２月２８日（火） 

 

２ 募集内容  (1) 新しい学校の「校名」と「よみがな」 

        (2) 校名の理由（根拠、由来、想い など） 

※児童生徒や保護者、地域住民などに親しみやすく、広く受け入れられやすいと  

考えられる内容を募集 

 

 

 

 

３ 応募方法  (1) 応募用紙 

①郵送、ファックス、メールで事務局に提出 

事務局：〒892-0816鹿児島市山下町 6-1 

 鹿児島市教育委員会 学校整備室 

②市役所本庁・各支所、公民館窓口に設置の応募箱に投函 

        (2) インターネット 

          専用の応募フォームにアクセスし、必要事項を入力 

 

４ 応募資格  どなたでも応募可能（年齢、所属など不問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 問い合わせ 

教育委員会学校整備室 

０９９－２２７－１９３０ 

応募フォーム 

※12/28から受け付け 
 

< 整備イメージ > 

応募された校名は「桜島地域における義務教育学校整備検討委員会」で選定し、

令和５年度末までに決定予定 
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５．鹿児島の冬を盛り上げるマグマシティプロモーション！ 

～２年ぶりの 「マグマやきいも電車」 ＆ 新たなコラボ企画 

 

 

 

 

２年ぶりとなる「マグマやきいも電車」や、民間事業者とコラボレーションした新たなイベント電車

の運行など、まち全体で鹿児島の冬を盛り上げる「マグマシティプロモーション」を展開する。 

 

１ メイン企画「マグマやきいも電車」 （前回運行：2021年 3月）  

飲食可能な貸切専用市電「カフェトラム」をマグマシティカラー

のＬＥＤ等で装飾し、非日常空間を味わいながら４種類の焼き芋

（安納芋、シルクスイート、紅はるか、種子島ゴールド）の食べ比

べやまち巡りを楽しむ企画。 

■運行概要 

(1) 運行期間  ２月 ９日(木)～１２日(日)、 

２月１７日(金)～１９日(日) 計７日間 

          【各日、以下４便】 

    ①１５時３０分発 ②１７時発 ③１８時３０分発 ④２０時発 

         ※２月９日の１５時３０分発便で出発式を開催 

(2) 運行区間  交通局～鹿児島駅（往復）※所要時間は１時間程度 

(3) 定  員  各回１３人 

(4) 料  金  中学生以上：２，０００円、３歳～小学生：１，０００円 

(5) 募集方法  専用サイトや市ホームページ、ＳＮＳ、広報紙「市民の

ひろば」１月号で募集する（申込期限：１月２３日（月）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コラボ企画「マグマしょうちゅう電車」＆「マグマスイーツ電車」  

 新たに民間事業者とのコラボレーションによる「マグマしょうちゅう電車」と「マグマスイーツ

電車」も運行する。 ※運行概要の詳細が決まり次第、順次公表する。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ■ 問い合わせ 

広報戦略室 

０９９－８０３－９５４７ 

 

専用サイト 

(1) 実施期間  １月５日（木）～１５日（日） 

(2) 応募方法  「マグニョン公式 Twitter」をフォローし、指定のツイート

をリツイート 

(3) 賞  品  ①マグマやきいも電車に無料招待     ５組（１０名） 

        ②自宅に届く「焼き芋４種類食べ比べ」セット  １０名 

 

マグニョン公式 

ツイッター 

 

■リツイートで「マグマやきいも電車」無料招待！Twitterキャンペーン  
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６．首都圏でもマグマシティプロモーション！ 

「かごしまラバーズ横丁」 ＆ 「マグマシティフェア in赤坂」 

 

 

 

 

鹿児島ファンのさらなる拡大・ネットワーク化を図るため、首都圏で活躍する本市出身者等の交流会「か

ごしまラバーズ横丁」と鹿児島の食の魅力のトップセールス「マグマシティフェアin赤坂」を開催する。 

 

１．渋谷で鹿児島ファン交流会「かごしまラバーズ横丁」  

(1) 日  時  ２月５日（日） 

   １２時３０分～１８時３０分（２部制） 

(2) 会  場  東京カルチャーカルチャー 

（東京都渋谷区渋谷１丁目２３－１６） 

(3) 参 加 者  約１００人（各部約５０人） 

※市ホームページ、ＳＮＳで募集中 

（申込期限：１月２２日（日）） 

(4) 内  容   

①鹿児島の“今”とつながるゲストトークセッション 

  【第一部】テーマ：もっとわくわくするまちに！鹿児島市の持つポテンシャル 

    登壇者：鹿児島市長 

ＧＭＯぺパボ代表取締役社長 佐藤 健太郎 氏 ※本市出身 

           アフロ＆コー代表取締役 中間 理一郎 氏 ※本市出身 

 【第二部】テーマ：鹿児島市だからこそできるローカルビジネス 

登壇者：ＴＯＫＹＯ ＦＭパーソナリティ 浜崎 美保 氏 ※本市出身 

           雑誌ターンズ編集長 堀口 正裕 氏 ※総務省地域力創造アドバイザー 

②焼酎片手に語ろう！テーマ別交流会「横丁トーク」 

各部でトークセッション後、参加者が１０人程度のブースに分かれてゲスト等と焼酎を飲みな

がら直接対話ができる交流会を開催する。 

※市長ブース「出張！鹿児島市長室 in渋谷」を設置（各ゲストのブース内容は調整中） 

③火山灰アーティストＫＹＯＣＯ氏によるライブパフォーマンス 

ステージで火山灰アートのライブパフォーマンスを行うほか、来場者が火山灰アートを楽しむ

ことのできるコーナーを設置する。 

④鹿児島焼酎・鹿児島のおつまみ提供 

  会場では本市内の酒蔵５蔵の焼酎や、さつま揚げなどのおつまみを提供する。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 問い合わせ 

広報戦略室 

０９９－８０３－９５４７ 

 

市ホームページ 
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■鹿児島の食を味わう「マグマシティフェア in赤坂」  

赤坂エクセルホテル東急内・赤坂スクエアダイニングの「グルマンドブッフェ鹿児島」の開催に  

合わせ、本市の観光や食の魅力をＰＲするトップセールスを実施する。 

 

 (1) 日 時  １月２０日（金） １８時～２０時 ※事前予約が必要 

 

(2) 会 場  赤坂エクセルホテル東急３階「赤坂スクエアダイニング」 

       （東京都千代田区永田町２丁目１４－３） 

 

(3) 内 容  ①観光ポスターやマグマシティグッズによる店内装飾 

②桜島大根の展示 

       ③さつまいもの館による特産品販売 

       ④特産品等が当たる抽選会の実施 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 問い合わせ 

東京事務所 

０３－３２６２－６６８４ 
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７．初公開！新観光ＰＲ動画 

「維新 dancin’鹿児島市リターンズ～これがリアル KAGOSHIMA～」 

 

 

 

 

稼ぐ観光の実現に向け、「選ばれる観光地」となるよう新たに制作した観光ＰＲ動画を本日より  

公開する。 

 

■新観光ＰＲ動画「維新ｄａｎｃｉｎ’鹿児島市リターンズ～これがリアルＫＡＧＯＳＨＩＭＡ～」  

(1) 概  要  ・フル(３分３０秒)、６０秒、１５秒の３バー 

ジョン 

         ・「まってるし鹿児島市(令和２年１０月公開)」 

に続く２年ぶりの新作 

・「維新ｄａｎｃｉｎ’鹿児島市」シリーズと 

しては第３弾 

 

(2) テ ー マ  鹿児島市のリアル（本物）の魅力を観光でリアル（実際）に満喫 

 

(3) 見どころ  ・鹿児島実業高校男子新体操部が扮する西郷隆盛が、センテラス天文館（天文館

図書館）など新たな観光スポットも加わった本市の多彩な魅力をキレのある 

演技とコミカルな演出でＰＲ 

         ・多くの市民との元気と笑顔あふれるダンスシーンなどで、まちのわくわく感や

市民の温かいおもてなしの心を表現 

  

(4) 公開日時  １２月２７日（火）１１時～ 

 

(5) 広報媒体  市ホームページ、かごしま市観光ナビ、ＹｏｕＴｕｂｅ 

※県内外でのＳＮＳ広告やビジョンでの放映なども展開 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

            

 

■ 問い合わせ 

観光プロモーション課 

０９９－２１６－１３４４ 

今回も鹿実男子新体操部が出演 

多くの市民エキストラ 

かごしま市観光ナビ 


